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II.ニ ュ ー タ ウ ン に お け る集 合 住 宅 再 生 プ ロセ ス

II章 ・緒 言

本章 では、異な るコンテ クス トを有す る高蔵寺ニ ュー タ ウン(日 本 ・春 日井市)と

Bijlmermeer団 地(オ ランダ ・アムステル ダム市)に お ける集合住 宅団地 の再生事例

を用いて、実際 にP1(住 み手)・P2(所 有 主体)・P3(公 共主体)の 再生効用 が費用負担 を

上回 るこ とに よって再生行 為 が成 立 してい るとの説 明が有効 であ ることを示す。

まず最初 に、マ スハ ウジ ング期 に81,000人 が居住す ることを前提に702haと い う

広大な地 区開発 が行 われ 、集合住 宅 ・戸建住 宅が大量 に建設 され た高蔵 寺ニュー タ ウ

ンにおけ る住宅地 として の数 十年 に渡 る変容過程 を記述す るこ とによ り
、高蔵寺 ニュ

ータ ウンにお ける集 合住宅 の位置付 け を確認 した上で
、公団集合住宅に着 目 した再生

内容 と再生プ ロセ スの抽 出 を行 ってい る。

次に、Bijlmermeer団 地 の建設過程 と再生内容 ・プ ロセ ス を記述 し、高蔵寺 ニュー

タ ウンにお け る再生範囲 との比較 を行 う。

最後 に、建 設 当初 は 「理想都 市」にお ける 「理想的住居」であった集合住宅が、物

理的 ・機能 的 に老朽化 して行 く とい う状況へ の対応 を動機 として、集合住宅団地の再

生行為 が行 われ 、P1(住 み手),P2(所 有主体),P3(公 共主体)が各 々費用負担 に応 じた

再生効用 を得た ことを示す。
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II-1高 蔵 寺 ニ ュー タ ウン の 再 生 プ ロセ ス

1.1高 蔵寺 ニ ュー タ ウンの形 成過程

本節で は、再生プ ロセス分析 の対象 となる集合住宅団地の形 成過程 と団地属性 を把

握す る。

1.1.1建 設過程

高蔵寺 ニュー タ ウンは、藤 山台 ・岩成台 ・高森台 ・中央 台 ・高座 台 ・岩成 台西の主

要6団 地の集合 体であ る。以 下に、ニュータ ウンの建設過程 を示す。

高蔵寺 ニュー タウン建設 計画は、1960年10月 に開始 され た(図 表II-1 .1-1参 照)。

翌1961年 には、用地買収が始ま り、 「高蔵寺 ニュー タ ウン」 とい う名称 が決 定 され

た。1967年6月 には、第1期 工事 と して藤 山台団地 の建設 が着 手 され
、1970年2

月の岩 成台団地、1971年8月 の高森 台団地 、1972年12月 の中央台団地、1974年

12月 の高座 台団地 ・岩成 台西団地 の各 団地建設 開始へ と続 き、6団 地 が出揃 った。
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(デー タ)高 蔵 寺 ニ ュー タ ウ ンー20年 の 記録 ―

図表II-1.1-1高 蔵 寺 ニ ュー タ ウン建 設 の歴 史
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(デ ー タ)高 蔵 寺 ニ ュー タ ウ ンー20年 の 記 録 ―

図 表II-1.1-2高 蔵 寺 ニ ュー タ ウン の概 要
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図表II-1.1-3に 、高蔵 寺 ニュー タ ウンにお ける年別住宅 ・都市整備公団(現 ・都市

基盤整備公団、以下 「公 団」)着 工数 を示す。1968年 か ら10数 年 とい う短期間に、

8千 戸分以上 の住宅が建設 され たこ とがわかる。建て方別 内訳 は、賃貸集 合住宅が約

7千 戸、分譲集合 住宅が約1千5百 戸で ある。 この他 に、公団 によ り戸建住宅が約6

千戸供給 され てい る。

(デー タ)都 市基盤整備 公団 中部支社 高蔵 寺支店

図表II-1.1-3公 団着工数 の変遷
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1.1.2入 居 過 程

1970年5月 に、藤 山台団地への入居 が始 まった。各団地へ の入居希 望者 は、極 め

て順調 に集 ま り、1970年11月 には高蔵寺 ニュー タ ウンの人 口は1万 人 を、1973年

6月 には2万 人 を、1975年12月 には3万 人 を超 え、現在 では人 口5万 人規模 の郊外

都市 を形成 してい る。図表II-1.1-4に 示す よ うに、高蔵寺 ニュー タ ウンにお け る人 口

増加 率 は、1975～1980年 には37.6%に 達 し、1980～1985年 の21 .0%を 経 て1985

年以降 は1%以 下 で落 ち着 いてい る。最終的 に高蔵 寺ニ ュー タ ウンは、7.1人/km2

(1995年)の 人 口密度 となってい る。 高蔵寺ニ ュー タ ウンにお ける高齢者人 口は、

1980年 の1千 人(2.4%)か ら増加 し続 け、1995年 には3千6百 人(7 .2%)と なっ

た。又、14歳 以下人 口は、1万4千 人(35 .2%、1980年)か ら9千1百 人(18.2%、

1995年)に 減 少 してい る。 これは、1970年 か ら入居 が始ま った新 しい町 として、初

期 には若年層 を中心 と した居住 が始 め られた為であ るが、現在高蔵 寺ニ ュー タ ウンに

も確 実に少子 ・高齢化 の波 が押 し寄せ てい ることがわか る。

(デ ー タ)伸 び ゆ く春 日井1975～1995年

図 表II-1.1-4高 蔵 寺 ニ ュー タ ウン の人 口 ・世 帯 増 加 率
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1.2集 合住 宅 の分布 状 況 と団地 属性

本節 では、集合住宅再生事例 の分析対象 とな る集合住宅 の立地状況 を把握 した上で
、

主要6団 地 にお ける集合住宅 の住棟 ・住 戸特性 を記述す る
。

1.2.1高 蔵 寺 ニュー タ ウンにお ける集合 住宅 の分布状 況

図表II-1.2-1は 、春 日井市統計局(伸 び行 く春 日井)に よるデー タを基 に
、1980

年か ら1995年 までの持 家共同住宅の戸数 を5年 毎 に示 した ものであ る
。

ここでい う持家共同住宅 には、民間分譲集合住宅及び公社 ・公団分譲集合住宅 を含

んでい る。 分布 す る地区は限定 されてお り、藤 山台1～3丁 目 ・5・9丁 目、岩成台8

丁 目、中央 台3・4・8丁 目な ど12地 区に過 ぎない ことがわか る
。

同様 に表 した公社 ・公団 共同賃貸住宅 の分布 と戸数変化 をみ ると(図 表II-1 .2-2

参照)、 供 給 され た地区は、14の 地 区であ り、藤 山台3・4丁 目、岩成 台6丁 目、高

森 台8～10丁 目な どに集 中 して建設 され た ことがわか る。
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持家共同住宅の戸数(1980年)
持家共同住宅の戸数(1985年)

持家共同住宅の戸数(1990年)
持家共同住宅の戸数(1995年)

(デー タ)伸 びゆ く春 日井1980～1995年

図 表II-1.2-1持 家 共 同 住 宅 の戸 数 推 移
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公社・公団共同住宅賃貸の戸数
(1980年) 公社・公団共同住宅賃貸の戸数

(1985年)

公社・公団共同住宅賃貸の戸数
(1990年) 公社・公団共同住宅賃貸の戸数

(1995年)

(デ ー タ)伸 び ゆ く春 日井1980～1995年

図 表II-1.2-2　 公 社 ・公 団 共 同 住 宅 賃 貸 の 戸 数 推 移
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1.2.2主 要6団 地 の公 団集 合住宅 の属性

高蔵 寺ニュータ ウンにお ける主要6団 地 の公 団建設集合住 宅の住棟 ・住戸属性 につ

いて記述す る。属性 項 目として は、建設年,住 戸数,住 戸密度,所 有形式,住 棟 ・住

戸形式,住 戸 面積,特 記すべ き工法 に着 目 している。尚、図表II-1.2-3に 各団地別 の

属性概要 を、又 、図表II-1.2-4に 住棟 ・住 戸タイ プ別公団賃貸 管理 開始時期 を示 した
。

(1)藤 山台団地

藤 山台団地は、高蔵寺 ニュー タウン最 初の団地 と して建設 された。主要6団 地 中最

大の3,820戸 の公団集 合住宅 を有 してお り、その内約80%を 賃貸が 占めてい る
。住

棟 タイプは賃貸 ・分譲共 に 「RC造5階 建 羊羹型(直 方体型)階 段室型住棟」で あ り
、住

戸型 は2DK～3LDKの5タ イプ存在 している。賃貸 ・分譲 同様 の仕 様で建設 された
。

住戸面積 は、他 の団地に比 して比較的狭い。

(2)岩成台団地

岩成台団地は藤山台団地に続いて高蔵寺ニュータウン二番目の団地として建設さ

れ、住宅全体の約半数を公団の賃貸集合住宅が占める。住棟タイプは藤山台団地と同

様の 「RC造5階 建階段室型」を中心としている。一部の住戸にはLDK型 の公団L

系列住宅を採用 し、また建物の一部にPC工 法が採用 されている。住戸面積は、藤山

台団地と並び狭い。

(3)高森 台団地

高森台団地 は、住 宅全体 の約40%を 公 団の賃貸集 合住宅 が占めてい る。又 、県営

住宅 が、高蔵 寺ニ ュータ ウンで はこの地 区のみに存在 してい る。住棟 は、5階 建階 段

室型形式 の住棟 が主体 であ るが、8階 建 の3層 スキ ップ型高層住棟、11階 建 の塔状

高層住棟、 ピロテ ィ住棟 、2階 建 のテ ラス住棟、老人向 けの平屋住棟 な どが採用 され

てい る。又 、1986年 以降 に、賃貸住棟 において 「2戸1改 造 」再生 が行 われ た結果 、

2DKの 住戸が3LDK～5LDKの 住 戸に転換 された。

(4)中央台団地

中央 台団地 は、高蔵 寺ニ ュータ ウンの 中心部に位置 し、サ ンマル シェな どの中心商

業施設 に接す る。全住戸 の内、公 団の賃貸住宅が約40%、 分譲住宅 が約30%を 占め

ている。団地東側 のブ ロ ックは5階 建 階段 室型の住棟 であ るが、西側セ ンター地 区ブ

ロ ック内 の公団賃貸住宅 は1階 部分 を ピロテ ィ― としたエ レベー タ付11階 建住棟 で

ある。 結果 として、住戸密度 が127(戸/ha)と 比較的 高い。
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(5)高座 台団地

高座 台団地 は、住戸全体 の内戸建 て住宅 が約180戸 分布 してお り、残 りを公団賃

貸集合住宅439戸 が 占める。集合住 宅の建設年 は1978年 と比較的新 しく、住棟 タイ

プは雁行型 の高層住棟 とボ ックス型 の高層住棟で あ り、住戸 タイプ は3DK・3LDK

の2種 類 であ る。

(6)岩成台西団地

岩成台西団地は、5階 建羊羹 ・階段室型形式を主体 とする住棟構成による最後の団

地地区として、藤山台団地と岩成台団地に挟まれた地区に開発された。5階 建住棟の

他に、8階 建及び11階 建住棟の賃貸住棟が建設された。1984年 以降の建設直後か ら

未入居住戸に対 して 「2戸1改 造」再生が行われていた。

(データ)高 蔵 寺ニ ュータ ウンー20年 の記録―

図表II-1.2-3-(1)主 要6団 地の団地の住戸属性
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(デー タ)高 蔵寺 ニ ュー タ ウンー20年 の記録―

図表II-1.2-3-(2)主 要6団 地 の団地の住戸属性
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(単位:戸)

(単位:戸)

(単 位:戸)

(デー タ)高 蔵 寺ニ ュータ ウンー20年 の記録―

図表II-1.2-4-(1)主 要6団 地の住棟 ・住戸 タイ プ別公団賃貸 管理 開始時期

(単位:戸)
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(単位:戸)

(単位:戸)

(デー タ)高 蔵寺 ニ ュー タ ウンー20年 の記録―

図表II-1.2-4-(2)主 要6団 地 の住棟 ・住 戸タイプ別公団賃貸 管理開始時期
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1.3公 団集合住宅の再生内容

1.3.1履 歴収集 の対象範 囲

1.3節 では、高蔵 寺ニュータ ウンの賃貸及 び分譲公 団集合住宅 を各 々対象 として
、

再生計画 ・内容 ・費用 ・負担等の項 目に関す る整理 を行 う。収集 した情報 の内容 と対

象団地の対応 について は、図表II-1.3-1に 示 してい る。収集 情報 は、修繕計画(再 生

内容 ・周期 ・費用 ・負担割合等の把握 の為)、 再生 実施履歴(再 生 内容 ・費用 ・件数

等の把握 の為)で ある。収集対象 として、賃 貸集合住宅 に関 して は主要6団 地 を扱 っ

てい るが、分譲集合 住宅に関 しては、(1):同 団地内の賃貸住棟 と同時期 ・同仕様 で建

設 され た藤 山台団地住棟 、(2):(1)と 同タイ プの住棟型式 を有す るが建設年 ・管理会社

が異 なる岩成台西団地住棟、(3):(1)・(2)と異な る住棟 タイ プを含 み建設年 が比較的新

しい岩成台西第二団地住棟 を対象 とした(図 表II-1 .3-2参 照)。

図表II-1.3-1履 歴収集範囲
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図表II-1.3-2分 析対象公団分譲住棟 の属性

1.3.2公 団賃貸集 合住宅 の再生 内容

公団賃貸集合住宅 の再生 メニューは、(1)全 体計画修繕 、(2)通 常空家補修 、(3)リ

ニュー アル ・リニューアルII・ 高優賃(以 上図表II-1.3-3参 照)
、(4)2戸1改 造、

(5)ラ イ フア ップ、(6)個 人負担 、に大別 され る。以 下、各 再生 メニューが対象 とす

る再生内容 について記述す る。

図表II-1.3-3公 団賃貸にお ける再生 メニュー と内容
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(1)全 体計画修 繕

賃貸集合住宅 は、所有者 である公団 の主導 によ り、居住 空間 と しての価値 を維持す

る為 に計画的 に修繕 が行 われ てい る。これ を 「全体計画修繕」 と呼 んでい る
。全体計

画修繕 の内容 をRDマ トリクス上 に表記す る と(図 表II-1 .3-4の 灰色部分)、 再生 レ

ベル に関 して はRI・RIIの 範囲で
、又、意思決定 レベル に関 しては、住 戸 レベルD

I・ 住棟 レベルDII・ 団地 レベルDIIIの 範囲 に満遍な く分布 してい ることがわか る
。

各項 目の修 繕内容 ・周期 につ いては図表II-1 .3-5に 示す通 りで ある。公団 が管理す る

70万 戸以上の公 団賃貸住 宅に対 して共通 した基準が適用 され てい る
。1995年 以降に

実施 開始 され た再生項 目については、RIIに 分類 され るものが殆 どである。 これ は、

既存 ス トックに対す る住宅 水準の質 の向上に対す る所有者 と して の意識 の高 ま りと

して注 目に値す る事実であ る。

藤 山台の賃貸集合住宅 を対象 と した、1986～2001年 の期間 の全体計画修繕計画 ・

実績 につ いて図表II-1.3-6に 示 した。対象 とな る集合住宅 の建設年 は
、1967～1969

年で ある。従 って、1986年 は、築後17～19年 目に相 当す るこ とか ら、修繕周期18

年 の外壁塗装 ・排 水管取替 えが行 われ た。一部項 目については1年 程度実施時期 が前

後 してい るもの の、そ の他 の再生項 目について も、ほぼ基準 どお りに実施 され ている

ことがわか る。
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図 表II-1.3-4-(1)　 賃 貸 ・全体 計 画修 繕 ・RDマ ト リクス
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図 表II-1.3-4-(2)賃 貸 ・全 体 計画 修 繕 ・RDマ トリク ス
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(データ)都市基盤整備公団 中部支社

図 表II-1.3-5-(1)賃 貸 ・全 体 計 画 修 繕
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今後重点的に促進を図っていく修繕等項目とその内容

引き続き計画的に行っていく主な修繕項目とその内容

(データ)都市基盤生整備公団　 中部支社　高蔵寺支店

図 表II-1.3-6　 賃 貸 ・藤 山 台 ・全 体 計 画修 繕 事例
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(2)通 常 空家補修

賃貸集合住宅 の居住者が転居 した場合、次 の居住者 を募集す る前に必要 に応 じて補

修 を行 う。 これを 「通常空家補修 」 と呼び、補修範囲 を図表II-1.3-7に 示 した。 内容

項 目は、壁,天 井,床,収 納 の仕 上げ補修 であ り、前居住者 の使用 に よる経 年劣化 の

修 繕 を 目的 としてい る。

(3)リ ニュー アル ・リニューアルII・ 高優賃

公 団の リニューアル住宅 は、主 と して1965年 以降10年 間推移 の期間 に建設 され

た賃貸集合住宅 を対象 に して、現在の居住水準 に引 き上 げるこ とを 目的 に して再生工

事 を行 った住宅で ある。前提 としては、1964年 以前建設 の住棟 につい ては原則 的に

全て取 り壊 し ・建 替 え とい う公 団方針 が存在 してお り、 リニュー アル住 宅 は、経営 ・

管理す る最古 の住棟群 に対 して一律 に再生 を行 うとい う公団 に よるス トック活用 方

策であ る。 リニューアル住宅 に対す る再生工事 の内容 は、図表II-1.3-8～10と してR

Dマ トリクス上で表現 した。再生内容 は大 き く(1)居住水準 ・設備水準 の向上(2)安 全

対策(3)バ リア フ リー、の3つ に大別 され る(図 表II-1.3-11参 照)。 又、 リニ ューア

ル住 宅は、再生内容の メニュー に対 して、 「リニュー アル」 「リニュー アルII」 「高齢

者 向け優 良賃貸住宅制度(高 優賃)」 の3種 に分類 されてい る。再生内容 は、 リニ ュ

ーアルII・ 高優賃 ・リニューアルの順に増加 し
、基本的 に後者 は前者 の再生 内容 を含

んでい る。

リニュー アル住宅は、昭和40年 代 ～50年 代前半のス トック状態 をほぼ建替 えに近

い レベル まで引 き上 げるこ とを 目的 としてい る。

高優賃 は、特 に高齢 者向 けの賃 貸住宅 であ り、一定の基準 を満 たす居住者 に対 して

国に よる家賃減額補助制度 が適用 され る。

高蔵 寺ニ ュー タ ウンにお ける リニ ューアルII・ 高優賃 の発注 実績 を図表II-1.3-12

に示す。 リニューアルIIは 、藤 山台において1999～2001年 の3年 間 に476戸 分の

実績 がみ られ る。 これは、藤 山台団地の公 団賃貸住宅 の約15%に 相 当す る。 又、高

優賃 は、藤 山台他 の4団 地において53戸 分 の実績 を有す る。
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※DII・DIIIレ ベ ル の 再生 項 目は存 在 しな い

図 表II-1.3-7賃 貸 ・通 常 空家 補 修 ・RDマ トリクス
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※DII・DIIIレ ベ ル の 再生 項 目 は存 在 しな い

図 表II-1.3-8賃 貸 ・ リニ ュ ー ア ル ・RDマ ト リ ク ス
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※DII・DIIIレ ベ ル の 再 生 項 目は存 在 しな い

図 表II-1.3-9賃 貸 ・リ ニ ュ ー ア ルII・RDマ ト リ ク ス
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※DII・DIIIレ ベ ル の 再 生 項 目は存 在 しな い

図 表II-1.3-10賃 貸 ・高 優 賃 ・RDマ ト リ ク ス
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※1三 箇所まで緊急時の連絡先登録ができ、緊急ボタンが押されたとき、自動で順次呼び出しを行う機能がある電話

※2一 部で設置できない住戸がある

● 高優賃での対象改良内容。

(デ ー タ)都 市 基 盤 整 備公 団 中部 支社

図表II-1.3-11　 高優 賃 ・リニ ュ ー アルII・ 再 生 内 容

リ ニ ュ ー ア ルII　 発 注 実 績

(戸)

リ ニ ュ ー ア ルII　 高 特 改 善 発 注 実 績

(戸)

高 優 賃 発 注 実 績

(戸)

(データ)都市基盤整備公団 中部支社

図表II-1.3-12　 リニ ュー アルII・ 高 賃 貸 の発 注 実 績
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(4)2戸1改 造

高蔵寺 ニュータ ウンで は、現在 まで に高森台団地、岩 成台団地 において200例 以

上 の改造 が行 われ てい る(図 表II-1.3-13参 照)。 基本的に は、空 き部屋 に対 して行 っ

ているため、改造 の対象 とな ってい る住棟 内の1住 戸 に退去者 が生 じた場合 、隣接す

る住戸 の退 去時まで待 って工事が行 われ てい る。

(デー タ)高 蔵寺 ニュー タ ウンの活性化 に関す る調査　 報告書

図表II-1.3-13　 2戸1改 造 による住 戸の増減

従 前 よ り、マ ンシ ョン住 まいの家族 が隣戸 を買収 した り、新た に借 り増 した りす る

例 は存在 していた。これ は主 と して居住面積 に対す る不満 の解消 を 目的 と していたが、

まった く(あ るいは殆 ど)同 じ間取 りの住戸 が単に2倍 とな ることで、金銭面 、設備

面で 「無駄」が生 じる上、行 き来す る度 に戸外 に出な くてはな らない等 の生活 上の不

便 が存在 した。

公 団の2戸1改 造は、賃貸事業主 が 自ら隣接す る行 き来 可能 な2戸 の専有 を提供

す るもので ある。狭 くて不人気の2DK(40～50m2)を5DK～6LDK(80～100m2)

の住 戸に改造 し、同時 に水 廻 りの改修 、収納や サー ビスル ームの新設等 に よ り住居環

境 の向上 を図 ってい る。

改造 は住 戸 を境 に広 げ る水平パ ター ン と上 下に繋 げるメ ゾネ ッ トパ ター ンに大別

され る。水 平パ ター ンにおいては、戸境部 に位置す る水廻 り部 に通路 を確保 す るた め

の計画設 計上の苦労が感 じられ る。またメゾネ ッ トにお いては収納部 を利用 して住戸

内階段 を設 置 して い るが、結果 と して収納容量 がや や少 ない感 が否 めない(図 表II
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-1.3-14参 照)。

改造 工事 に際 しては構 造的安全性 に留意す る ことが絶対条件 とな るため、計画面で

の制約 が多い中で慎 重に事前の検討 がな され ている。また工事 中の騒音 は非常 に大 き

な問題 になってい るが、根本的 な対策 はな され てい ない よ うで ある。

当初 よ り改 造 を想 定 していた住戸ではないため、改造後の平面構成 には、玄関が二

つ ある、個室群 の位 置 が均等 に分離 してい る等 の特異性 が生 じてい る。

[2戸1改 造事例]

I高 森台

II岩 成台西

III岩 成台西

IV高 森台 V高 森台

[高森台団地住居内部(高森台IVのブラン)]

2戸1改 造前/DKか ら和室の壁面 を見る。 2戸1改 造後/和 室の一 室が居間に変わり

襖で仕切られる。和室から居間を見た様子。

2戸1改 造前/ダ イニング・キッチンの様子。

GA　 09

2戸1改 造後/収 納棚に改造される。

居間から突き当たりのトイレを見る。

図 表II-1.3-14　 2戸1改 造 の事 例 と高森 台団 地 住 居 内 部
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図 表II-1.3-15賃 貸 ・2戸1・RDマ ト リク ス
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(5)ライ フア ップ

ライフア ップは、老朽化 して設備が時代要求 に合 わな くなった公 団賃貸集合住宅 を

対象に して、改 良内容 ・項 目に応 じた家賃上昇 を前提 に行 う再生で ある。従 って、

RDマ トリクス上 では、再生 レベルRIIに 相 当 している(図 表II-1 .3-17参 照)。 再生

内容 は、浴室の風 呂釜 ・浴槽 の改 良,洗 面化粧台への変更 ,キ ッチ ンシステム ・レン

ジフー ド型給 湯器 ・吊 り戸棚 の変更で ある。各年の予定工事件数 に達す るまで
、居住

者希望 を受 け付 ける。 高蔵 寺ニ ュー タ ウンにお ける実施件数 は、図表II-1.3-16に 示

す通 りであ る。シャ ワー付風 呂釜 の設置 は、対象住戸の内半数以上の住 戸において実

施済みであ ることがわか る。

ライフアップ件数 H13.5.7

(戸)

ライフアップ件数 H13.5.7

(戸)

(データ)都 市基盤整備公団　中部支社

図表II-1.3-16　 ライ フ ア ップ実 施 件 数
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※DII・DIIIレ ベ ル の 再 生 項 目は存 在 しない

図 表II-1.3-17賃 貸 ・ラ イ フ ア ッ プ ・RDマ ト リ ク ス
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(6)個 人負 担

公 団賃貸住宅設備 ・仕 上げ ・建 具等の内、居住者の個人負 担で取替 え ・修理 を行 う

と規定 されてい る項 目を抽 出 した(図 表II-1 .3-18-19参 照)。 又 、1999年 に行 ったア

ンケー ト調査(調 査 の対象方法等 について は次章参照)に よる実施 状況をみ る と(図

表II-1.3-20参 照)、17%と 比較的実施 割合が高い 「ドアの修理 ・取替 え」 を除 くと
、

全体 と して実施 済の割合 が少 ない こ とがわか る。

(データ)都 市基盤整備公団

個人の負担で取り替える内容

(デー タ)都 市基盤整備公団

図表II-1.3-18　 個人 の負担 で取 り替 える内容
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※DII・DIIIレ ベ ル の再 生 項 目は存 在 しな い

図 表II-1.3-20賃 貸 ・個 人 負 担 ・RDマ ト リク ス
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浴室

洗面室

トイレ

台所・食事室

ベランダ

居室

その他

図表II-1.3-19　 ア ンケー ト調査 による個人負担 再生項 目実施割合
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